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■ 鳥取県立美術館の来館者の状況等について 

【美術館】・・・２ページ 

■ 米子アリーナ整備事業の進捗状況について 

  【スポーツ課】・・・３ページ 

■ 「東京 2025 デフリンピックに向けた機運醸成連絡会議」の開催について 

【スポーツ課】・・・５ページ 

■ ワールドマスターズゲームズ２０２７関西に向けた取組について 

【関西ワールドマスターズゲームズ課】・・・６ページ 
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鳥取県立美術館の来館者の状況等について 

 

令和７年５月２１日  
美 術 館  

 
 鳥取県立美術館の来館者数やブリロ・ボックス(ブリロの箱)アンケートの実施状況、また取組状況等
についてご報告します。 

 

１ 来館者数（開館から５月１８日（日）までの集計） 

期    間 来館者数 うち、企画展・コレクション展観覧者数 

３月３０（日）～５月１８日（日） ６５，８９３名 ３６，０３３名 

[参考] ４月２６日（土）～５月６日（火） ２４，０３３名 １２，５９４名 

 ※開館初日３月３０日（日）の来館者数 約３，５００名 

※休館日(原則、月曜日) ４月７日、１４日、２１日、５月１２日（４月２８日、５月５日は開館） 

 ※ゴールデンウイーク期間中の５月５日（月・祝）には５，５６２名／日の最高来館者数を記録 

 

２ ブリロ・ボックス アンケート（開館から５月１８日（日）までの集計） 

選択肢 
１．今後も保有・展示を

続けてほしい 
２．もっと説明を充実さ

せて議論が巻き起こ
るようにしてほしい 

３．疑問を感じたので保
有を続けるかどうか検
討してほしい 

４．その他 
（選択無しを含む） 計 

回答数 
（率） 

９５２枚 
（３９．４％） 

５７８枚 
（２３．９％） 

４４３枚 
（１８．４％） 

４４２枚 
（１８．３％） 

２，４１５枚 

 ※自由記載欄の回答内容例 

・違和感こそが現代美術の醍醐味であり、それを共有し体感できたことは今後につながる。 

・倉吉駅のブリロ・ボックスの階段アートに感動した。今後も残してほしいし、他にもっとグッズ展開もして欲しい。 

・もっと深い議論が日本中で巻き起こるようになるまで掘り下げて欲しい。 

・３億円という額は宣伝費も込みと考えれば安いが、県内の来館者だけでは割高のように感じる。 

・ブリロ・ボックスを買うお金があれば、もっと他の美術作品（特に日本人の作品）を購入して欲しかった。  など 

 

３ ゴールデンウイーク期間中のトピックス 
（１）開館時間を延長する夜間開館の実施（５月３日（土）、午後５時～午後９時） 

日中になかなか美術館へ行けない、昼間とは違った美術館を楽しみたい等といった方向けに夜間
開館を初めて実施し、２２９名の方に昼間と異なる雰囲気の夜の美術館を楽しんでいただきました。
中にはＷＥＢサイトで案内を見られて来館された埼玉県の旅行者などもおられました。 

（２）「ようこそ！ティーモア※市場」の開催（５月５日（月）、午前１０時～午後４時） 
   美術館の正面玄関がある東側エントランス付近に飲食や雑貨等のブース計１７店舗が出店し、

「ティーモア市場」を初開催しました。美術館前が一層の活気にあふれ、多くの方で賑わいました。 

  ※ティーモア（ＴＭＯＡ）：Tottori prefectural Museum Of Art（鳥取県立美術館) 

（３）「体験的学習等休業日」を活用した小中高校生等の来館 ４５名 
（４月２８日（月）、４月３０日（水）～５月２日（金）） 

   家庭及び地域における体験的な学習活動のための休業日を活用して県内小中高校生等が来館し、 
  企画展等の鑑賞やワークショップでの創作体験などを楽しまれました。 

  ※同伴保護者は観覧料を減免（コレクション展の観覧を団体料金（３２０円）で提供） 
  ※体験的学習等休業日とは別に、５月２日（金）に倉吉東高等学校１、２年の全生徒（３８３名）が「倉東 

（そうとう）フレンドシップデイ」（学年ごとに企画した活動を通して生徒同士の親睦を深める取組） 
として来館し、企画展等を観覧しました。 

４ 子ども達にアートを通じた学びを提供する「MUSEUM START BUS」の開始（５月７日（水）～） 
   県内すべての小学４年生をバスで招待し、学芸課スタッフ等による案内のもと、本物の作品と出会い 

対話による鑑賞を通じて、多様な考えに気付き、互いに認め合う心を育む等、豊かな学びの場を提供。 
  ［参加校数等（予定）］前期（５～９月）：６５校、２，４２９名 ※後期は今後調整予定です。 
 
５ 企業等との連携による「コレクション展パートナー」の取組例 
   企画展を開催していないときの集客と企業・団体のイメージアップ、ＰＲのため、その企業・団体

がスポンサーとなってコレクション展無料観覧デイを開催します。 
その１回目の取組として、６月２８日（土）２９（日）には、「日本海新聞＆ＮＣＮ アーッと楽しい

感謝祭ｉｎ県美」により、コレクション展の無料観覧のほか、同社オリジナル企画のイベントで
来館者にお楽しみいただく予定としております。 
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米子アリーナ整備事業の進捗状況について 
令和７年５月２１日 

ス ポ ー ツ 課 

県と米子市が共同で整備を進めている米子アリーナ整備事業について、現在の進捗状況及び今後の予定を報

告します。 

１ 地鎮祭及び起工式 

  工事の安全と成功を祈願し、地鎮祭及び起工式を開催します。 

  ・日 時：6 月 2 日（月） 午前 11 時から正午 

  ・場 所：東山公園内（米子アリーナ建設予定地） 

２ 設計概要 
令和６年度中に競技団体、福祉団体等と意見交換のうえ実施設計済 
＜特徴＞ 

 ・PFI(BTO 方式)手法により整備する県内最大規模の体育館(地上 2階、地下なし、延床面積約 13,420 ㎡) 
   ※BTO：PFI 事業者が体育施設整備業務を行った後、その所有権を県・市に移転のうえ、維持管理・運営業務等を実施。 

  ・仮設を含め最大 4,000 席以上確保でき、大規模大会やプロスポーツチームの試合も実施可能。 

  ・床材には転倒時の摩擦やけど軽減やささくれを防ぐ弾性塩ビシートを採用し、パラアリーナとして障

がい者も安心してスポーツを楽しむことが可能。 

 ・物資の集積地として大型トラックが搬入できるスペースやマンホールトイレを８基設置するなど防災

拠点としての機能を付加。 

   

３ 整備スケジュール 

項目 予定 

市民体育館解体 令和 6年 6月～令和 7年 4 月 

米子アリーナ整備 令和 7年 6月～令和 9年 3 月 

開業準備 令和 9年 3月～5 月 

供用開始 令和 9年 6月 

（参考）地盤調査結果 

米子市民体育館解体後に改めて地盤調査をしたところ、支持層の分布が当初予想と異なっていることが判明し

ました。これに伴い、基礎杭の仕様を変更する必要が生じ、基礎杭の調達が遅れる見込みです。詳細について

は、SPC(業者グループ）において精査中で、今後必要に応じて工期の延長を検討します。 

   

 

 

 

 

サブアリーナ 

メインアリーナ 
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４ 整備イメージ（各種図面） 

【外構】 

 
 

 

【１階平面図】 

 
 

【２階平面図】 
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「東京 2025 デフリンピックに向けた機運醸成連絡会議」の開催について 
 

令和７年５月２１日 
ス ポ ー ツ 課 

東京 2025 デフリンピック（11/15～25、日本初開催）の機運醸成に向け、全国キャラバンの受入

計画や県民への啓発などに対する各々の意気込みを確認しました。 

 

１ 概要 

（１）日 時  ４月 28 日（月）10：30～10：50  於：本庁舎３階 第４応接室 

（２）出席者 

    鳥取県知事                 平井 伸治 

鳥取市副教育長               徳高 雄一郎 

 米子市長                  伊木 隆司 

公益社団法人鳥取県聴覚障害者協会理事長   下垣 彰則 

 公益社団法人鳥取県聴覚障害者協会副理事長  石橋 大吾 

（一般財団法人全日本ろうあ連盟理事長） 

  一般社団法人鳥取県障がい者スポーツ協会会長 後藤 裕明 

    デフリンピックゴルフ日本代表内定選手    前島 博之 

２ 機運醸成に向けた発言 

 （１）平井知事 

    この機会に手話の大切さを広めていき、力を合わせて成功の道筋をつくっていきたい。 

（２）関係市（出場有力選手を擁する自治体代表） 

・米子市 伊木市長  

手話の大切さ、共生社会へ向けての機運醸成を広められるように力を合わせていきたい。 

・鳥取市 徳高副教育長  

 誰もがスポーツに取り組めるような環境づくりを、より一層推進していきたい。 

（３）全国キャラバン概要説明 

・鳥取県聴覚障害者協会 石橋副理事長 

全国ろうあ連盟が主催する機運醸成キャラバンは、６月 15 日に全国ろうあ者大会の開催地である

岩手県（東日本）を出発する班と、同時期に大分県（西日本）を出発する２班に分かれて、11 月

まで約５か月程度全国を巡回する。 
＜県内巡回予定＞8/20～25 鳥取県内の全市町村 

20 日～（日南町～西部管内）、22 日～（琴浦町～中部管内）、23日～（鳥取市～東部管内）  

     ※23 日 バードハットでＰＲイベントを予定 

（４）選手決意表明 

 ・前島選手（デフゴルフ）※東京 2025 デフリンピックの代表内定選手 

  ３回出場しているが、メダルを取ったことがない。県民をはじめ、聞こえない聞こえにくい子ど

もたちの期待に応えられるよう頑張る。 

 （５）関係団体コメント 

・鳥取県聴覚障害者協会 下垣理事長 

 デフリンピックの認知度は高くない。県民の皆さんに認識いただき、子どもたちの夢・希望をつ

かむ後押しをしていきたい。 

   ・鳥取県障がい者スポーツ協会 後藤会長 

    みんなで盛り上げ、応援して、鳥取県からデフスポーツを全国に広めたい。 

【全国キャラバンの概要】 

キャラバンカーで 47 都道府県を訪問し、各地でイベント実施や開会式に繋げるための動画等を制作。

出発式は６月 15 日に岩手県盛岡市で行われる全国ろうあ者大会の開催にあわせて実施。 
＜出発式＞ 

・日 時：令和７年６月 15 日（日） 
   ・場 所：岩手県盛岡市  ・期 間：令和７年６月 15 日～11 月 14 日（全国巡回） 

    ※東日本班（岩手県出発）、西日本班（大分県出発）の２班体制 
【東京２０２５デフリンピック概要】 

正式名称：第 25 回夏季デフリンピック競技大会 東京 2025 

大会期間：2025 年 11 月 15 日～26 日（12 日間） 

開 催 地：東京都・福島県（サッカー）・静岡県（自転車） 

参 加 国：70～80 か国・地域   

参加者数：各国選手団等：約 6,000 人（選手約 3,000 人、審判・スタッフ約 3,000 人） 
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ワールドマスターズゲームズ２０２７関西に向けた取組について 
令和７年５月 21 日 

関西ワールドマスターズゲームズ課 
 

 ワールドマスターズゲームズ（以下、「WMG」）2027 関西の開催に向け、機運醸成や準備を本格的に再始動させるた

め、WMG 鳥取県実行委員会総会を開催したほか、直近開催となる WMG2025 台北市・新北市大会を視察等したので

報告する。 
 

１ WMG2027 関西鳥取県実行委員会 

新型コロナの感染拡大により 2021 年から延期となっている大会開催に向け、事務局から今後の取組方針や事業

計画等を発表し、意見交換を行った。また、開催市町、競技団体、関係機関が開催に向けた決意表明を行い、関係

者が一丸となり成功を目指すことを確認した。併せて、県・開催市町・競技団体で WMG2025 台北市・新北市大会に

参加し、大会運営について視察することを確認した。 
 

  【概要】 ・日時 令和７年５月 12 日（月）13 時から 13 時 30 分まで 

・場所 ホテルモナーク鳥取 仁風の間 

・参加団体 

＜自治体＞鳥取県、鳥取市、米子市、倉吉市、湯梨浜町、北栄町 

＜スポーツ関係＞県競技団体（アーチェリー、自転車競技、柔道、 

           グラウンド・ゴルフ）等 

＜その他＞観光、経済、運輸、医療分野の関連団体 

        ・議事 令和 6 年度事業報告・収支決算、令和７年度事業計画案・収支予算案の承認、決意表明 等 

・取組方針概要 

 －参加申込の受付開始（来春２～３月頃）を見据え、今年度は大会組織委員会と連携して国内外への

大会 PR や、本県で開催する４競技及び観光情報等の PR を積極的に行い、参加者獲得に努める。 

 －大会参加を契機とした観光周遊の推進による地域活性化や、ねんりんピックレガシーのあらゆる世代

による「おもてなし」を充実させ、スポーツツーリズムの具現化、地域活性化を目指す。 

 －来年度には、本県開催競技のプレ大会を開催する。 

・出席者の主な意見 

 －WMG 台湾大会を視察して大会運営のノウハウを学び、参加選手がパフォーマンスを発揮できるよう準

備を整えていきたい。 

－選手だけでなく、家族、友人等幅広い層の人が世界中、また関西圏からも流れてくると思われる。 

今まで以上に受入れに力を入れて進めたい。 

 

２ WMG2025 台北市・新北市大会会場の視察・PR 等 
WMG 関西大会組織委員会の訪問団が台湾を訪れ、WMG 台北市・新北市大会組織委員会の蒋萬安（チアン・ワ

ンアン）会長（台北市長）との面談、開会式会場周辺イベントでの鏡割り、グラウンド・ゴルフ試打会を行い、大会への

参加を呼び掛けた。また、本県開催競技の柔道競技場（台北アリーナ）を視察し大会運営の方法を確認するとともに、

関係者と意見交換して、今後の競技団体間の交流、大会参加のほか、大会運営等の視察受入れ等を依頼した。 
 

  【主な PR 活動概要】 

１）WMG2027 関西大会組織委員会訪問団のプロモーション 

    ５月 17 日（土） ・台北市・新北市大会組織委員会 蒋萬安（チアン・ワンアン）会長（台北市長）との面談  

・関西大会組織委員会合同 KANSAI 観光プロモーション昼食交流会 

・開会式会場周辺での WMG2027 関西大会 PR（ブース出展、鏡割り） 

５月 18 日（日） ・開会式参加 

   ２）本県開催競技の PR 

    ５月 17 日（土） ・宮脇湯梨浜町長とともに台湾グラウンド・ゴルフ協会及び嘉義市グラウンド・ゴルフ協会理事長と    

の面談、試打式を関西大会組織委員会 PR ブース前で実施 

              ・開会式会場にて台湾柔道連盟理事長と面談 

    ５月 18 日（日） ・WMG 柔道大会会場視察 

 

 

柔道会場を視察する平井知事 グラウンド・ゴルフ試打式 蒋萬安会長と訪問団 関西大会組織委員会鏡割り PR 
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鳥取県実行委員会ロードマップ

WMG台北・
新北市視察

開会式、ﾄｯﾌﾟ
ﾌﾟﾛﾓｰｼｮﾝ等
5.17-18

競技視察
・柔道
5.19-24
・ｱｰﾁｪﾘｰ
5.25-29
・自転車
5.18-22(ﾄﾗｯｸ)
5.26-29(ﾛｰﾄﾞ)
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